
本書は，初めてGISを使う人に向けた入門書
で す。GISと は 地 理 情 報 シ ス テ ム（Geographic 
Information System）のことで，空間データを利用
して様々なデータを地図上に表示することによっ
て，より視覚的に理解しやすくする利点があります。

近年，GISを用いて政策情報を可視化することが
多くなりました。例えば津波の浸水危険度や地震に
よる建物倒壊危険度を示した各自治体のハザード
マップや，人口集中地区（DID）を可視化した国土
地理院の地図，降水量や気候変動の影響を示した世
界地図やシリア難民の数と流入先を示した地図など
があげられます。農林水産省関連では，食品がどこ
から輸入されているかを示したフードマイレージの
地図や，本研究所の買い物困難者を示したアクセス
マップなどに，GISが用いられています。このほか，

「政府統計の総合窓口（e-stat）」では2015年からGIS
機能「地図による小地域分析（jSTAT MAP）」サー
ビスが提供されています。

本書は経済分析や政策分析にGISを用いる場合の
入門書に位置付けることができ，GIS関係ソフト
ウェアの中でも比較的著名なArc GISの使用に対
応した内容となっています。これまでまったくGIS
に触れる機会のなかった方でもわかりやすいよう，
GISとは何か，GISを用いることでどんなことがで
きるか，空間情報の入手先，GIS特有の用語の解説
など，非常に親切に書かれています。一冊通して実
践してみることで，空間的自己相関分析やホット
スポット分析，ヘドニック・モデルへの応用，地
理空間加重回帰分析（GWR）など，ある程度の経
済分析までできるよう網羅されています。（より詳
細な空間計量手法については，Anselin（1988）や
LeSage and Pace（2008）等を参照してください。）
また，日常的に既にGISを使用する方でも，ジオコー
ディングサービスについて情報が提供されていた
り，地理座標系と投影座標系の違いや座標系の再定
義方法，ジオプロセシングツールの使い方などが整
理されていたりと，ちょっと困ったときに辞書代わ

りに使えるような使いや
すさがあります。

ここでは各章の内容
を要約することはせず，
GISを活用することでど
んなことができるのかに
着目して紹介してみたい
と思います。GIS活用の利点は，まずデータの可視
化にあります。例えば土地利用や人口，経済指標な
どのデータを地図上に可視化することで，解決すべ
き課題が空間的にどこに集中しているのか，言い換
えればどの地域でどのような問題が起こっているか
を視覚的に把握することができ，政策形成における
意思決定や情報公開に活用することができます。さ
らに，定量的な分析手法を応用することで，政策評
価における空間的定量評価などにも役立つことが期
待されます。

位置情報を軸として複数のデータを統合すること
もできるので，定量手法を使う方にとってはデータ
作成にも利用することができます。例えば，最寄り
駅からの距離や店舗から半径500m以内ダミー変数
といった地理的変数を作成し，普段の分析に利用す
ることができます。また，簡易的な空間データの分
析を直接行う方法についても記載されています。例
えば人口のデータについて，[ホットスポット分析]
ツールを使うことで，統計的に有意な人口密集地域

（ホットスポット）を特定することができたり，[地
理的中心の算出]ツールを使うことで，距離でウェ
イト付けしたすべてのデータの地理的中心を算出す
ることができたりと，重要な変数を見つけ出すヒン
トになります。

これらの簡易的な概念や操作方法，分析手法につ
いても，本書では非常に丁寧に解説されています。
これまでGISに触れたことのない方はもちろん，日
常的に使用している方にも，ぜひ手に取っていただ
きたい１冊です。
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概要



文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。





		手動チェックが必要: 2



		手動チェックに合格: 0



		手動チェックに不合格: 0



		スキップ: 1



		合格: 14



		不合格: 15







詳細レポート





		文書





		ルール名		ステータス		説明



		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要



		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない



		タグ付き PDF		不合格		文書がタグ付き PDF である



		論理的な読み上げ順序		手動チェックが必要		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる



		優先言語		合格		テキスト言語の指定



		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている



		しおり		合格		大きい文書にしおりが存在する



		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である



		ページコンテンツ





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きコンテンツ		不合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている



		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている



		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している



		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定



		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている



		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない



		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし



		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない



		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない



		フォーム





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている



		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある



		代替テキスト





		ルール名		ステータス		説明



		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要



		ネストされた代替テキスト		不合格		読み上げられない代替テキスト



		コンテンツに関連付けられている		不合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある



		注釈を隠している		不合格		代替テキストが注釈を隠していない



		その他の要素の代替テキスト		不合格		代替テキストが必要なその他の要素



		テーブル





		ルール名		ステータス		説明



		行		不合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある



		TH と TD		不合格		TH と TD が TR の子である必要がある



		ヘッダー		不合格		テーブルにヘッダーが必要



		規則性		不合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある



		概要		スキップ		テーブルに概要が必要



		箇条書き





		ルール名		ステータス		説明



		箇条書き項目		不合格		LI は L の子である必要がある



		Lbl と LBody		不合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある



		見出し





		ルール名		ステータス		説明



		適切なネスト		不合格		適切なネスト
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